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   An 18-year-old man visited our hospital with a painless swelling of the left scrotal contents. 
Transscrotal ultrasonography revealed a hydrocele and a 10-mm nodular mass attached to the tunica 
vaginalis. Tumor resection and hydrocelectomy were performed because the intra-operative 
histological diagnosis of a frozen section did not reveal malignancy. However, since the postoperative 
pathological diagnosis was malignant mesothelioma, the left hemiscrotum was excised. He has been 
free of disease 15 months postoperatively. 
                                             (Acta Urol. Jpn.  43:  161-164, 1997) 
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明確ではなかった.右 陰嚢内容 に異常 は認め られな
かった.
入院時検査所見:血 算,生 化学異常 なし.βhCG
〈0.Ing/ml(<0.1),AFPl.4ng/ml(<15).
入院後経過:陰 嚢水腫を伴 う左精巣鞘膜 より生 じた
と思われる陰嚢内腫瘤の診断にて2月20日左陰嚢内腫




















































皮 腫の発生 は非常 にまれで ある.我 々が調 べえたか ぎ
り本 邦 で は 自験 例 を含 め14例 が 報 告 さ れ て い る
(Tablel).発症年齢 は自験例 を除いて は成人で あ り
高齢者 にも見 られ る.初 発症状 は陰嚢 内容腫 大がほ と
ん どであ る.
術 前診断 は一般 に困難で あるが,超 音波検査 に よる
陰嚢水腫 と精巣鞘膜 よ り突 出 した不均 一な結節 性腫瘤
の存 在,陰 嚢壁 の肥 厚所見が有 用 とされてい るD陰
嚢 水腫穿刺細胞 診 も有効 と されてお り,浜 家2)らは腹
膜鞘状 突起原発悪性 中皮腫 の再発時 の腹水細胞 診 にお
いて核 細胞質比の大 きい細胞が 多数集 合 し,細 胞表面
に微絨 毛が見 られた と報告 している.自 験例 では超音
波検査 にて典型的 な所見 を呈 していなが ら初診時 に適
切 な診断がで きず細胞診断 も施行 しなか った ことは反
省すべ きであ ろう.確 定診断 は組織学 的所 見が重要で
あ り,鑑 別 診 断 と してmesothelialhyperplasia,
inflammatoryprocess,pseudofibloustumor,meta-
staticadenocarcinoma,adenomatoidtumor等が あ
るD.異 型 中皮細胞 の乳頭状増殖 あ るいは管腔 形成,
間質へ の浸 潤像等 の所 見 に より診断 され,epithelial,
fibrous,biphasic(epithelialandfibrous)に分類 さ
れ る.免 疫組織学的 には特異的 に染色 される抗 原 はな
い とされ てい るが,cytokeratin,vimentin共に陽性
であ るこ とが 有用であ る との報告3)もあ り,自 験 例で
も共 に陽性 を示 して い る.ま たCEA,myelomono.
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Tablel.Fourteencasesofmalignantmesotheliomaofthetunicavaginalis
reportedinJapanesehterature
























































































腫 瘍 切 除,C,R









































の転移 をきた しやすい とされている.奥 谷7)らは胸
椎,会 陰部 リンパ節,骨 盤内転移に対い放射線療法お
よび化学療法施行す るも19カ月後死亡 した例 を,
Umekawa8)らも局所再発,傍 大動脈 リンパ節,肺 転
移に対 し外科的切除,放 射線療法,化 学療法施行する






療法 も確立 されておらず,予 後 も不良であることか
ら,腫瘤 を伴 う陰嚢水腫の診断においては悪性中皮腫
の存在 も念頭 に置 く必要があると考えられた.
結 語
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